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中間水を有する分岐ポリグリセリンの
血液適合性材料表面の最適化
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本研究では、分子構造と分子量に

分布のない枝分かれ状分子（ハイ

パーブランチポリグリセロール及

びポリグリセロールデンドリマー）

に着目し、枝分かれ度の違いと化

学修飾を通じて水の構造を定量的

に変化させ、水の構造と分子構造

パラメータとの相関性を明らかに

します。その上で、血液適合性の

指標となるタンパク質吸着及び細

胞接着を評価し、水の構造と血液適合性との関連性を明

らかにすることで、独自の血液適合性材料としての学術
的根拠を得ます。

これらの研究に

よって生体材料

科学と水の構造

物理化学とを融

合した学理の構

築を目指します。

選択的水和による水圏メゾスコピック
秩序構造
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双性イオン高分子で構成される両

親水性ブロック共重合体の濃厚溶

液が水圏で相分離して形成する格

子状秩序構造を、「水圏ナノ分画場」

と位置づけ、濃度や応力に誘導さ

れる秩序構造転移現象や、分画さ

れた水の構造を研究しています。

これまで「親水性・疎水性」と単

純に認識されていた親水性高分子

をその水和状態で識別することで、

濃度や応力に応じてメゾスコピックな構造や水和水の状

態が変調される新たな高分子集合体の創出を目指してい

ます。

生体分子の構造や相互作用を変化させる
場の水和状態の解析
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細胞内はタンパク質やその他の高

分子等で込み合っており、水分子

は自由水ではなく束縛水として存

在していると考えられています。

このような束縛水環境下で進む諸

反応が生理機能発現の鍵を握ると

予測されます。本研究はイオン液

体の構造を選択し、含水率を連続

的に変化させながら、自由水 / 束

縛水量や水素結合ネットワーク状

態などを変化させた

場の構築を進めま

す。このような場を

用いて、生体分子の

高次構造や相互作用

に及ぼす水の影響に

ついて解析します。

界面における温度応答性高分子の粘弾性解析
に基づく水圏機能材料開拓
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水圏で発現する高分子材料の生体親和性
の制御には、界面での水和状態を理解し、構造と物性の関

係を明らかにすることが重要です。本研究では水晶振動子

マイクロバランスの界面選択性を活かし、基板近傍におけ

る温度応答性高分子ゲルの水和・脱水和挙動を粘弾性の観

点から評価します。これまでに界面近傍では基板の影響に

より加熱・冷却に伴う高分子鎖の熱可逆的な水和・脱水和

挙動が溶液状態とは異なることを明らかにしました。今後

は高分子鎖の界面濃縮と水分子の状態との関係から、界面

における水分

子の振る舞い

の解明を目指

します。




